
午後 １時００分 再開

○田 村副 議長 休憩 前 に引き 続き 会議 を開き 、市 政一般 に対 する

質問を続行します。

次に、津田議員。

〔津田議員質問席へ〕

○津 田議 員 公 明党 の 津田幸 一で ござ います 。令 和７年 ３月 議会

に当 たり 、米子 市施 設 の安全 対策 につ いて、 自治 会・町 内会 につ

いて の大 要２点 の質 問 をさせ てい ただ きます 。市 長並び に当 局の

皆様方の前向きな御答弁をよろしくお願いいたします。

米 子市 施設の 安全 対 策につ いて 、米 子市役 所の 駐車場 の安 全対

策の進捗についてです。

令和 ６ 年６ 月定 例 会で 米子 市 役所の 駐 車場 につ い て質問 を しま

した 。図 書館利 用者 で 、子ど もを 連れ て降車 する 際に隣 の車 にド

アが 当た りそう で不 安 という 声を 聞く が、駐 車場 の間隔 につ いて

本市 に考 えを伺 いま し た。そ の答 弁で は、現 在の 自動車 の規 格に

比べ ると 、駐車 場の 幅 が狭い こと は認 識して いる との答 弁で あり

まし た。 さらに 質問 し 、来庁 者以 外は 駐車料 金が 有料で ある なら、

もっ とよ い駐車 場に は できな いも のか 、本市 に考 えを伺 い、 その

答弁 では 、繁忙 期の ３ 月から ４月 の駐 車場の 利用 状況を 前年 と比

較す ると 、２割 を上 回 る減少 とな って おり、 利用 状況を 詳細 に分

析し た上 で今後 の方 向 性を検 討し てい きたい との ことで あり まし

た。 その 期間に 公用 車 を正面 玄関 側の スペー スに 駐車し て、 有料

駐車 場を 確保す るこ と や 2.５ メ ー ト ル 以 上 幅 の あ る ゆ っ た り ス ペ

ース 等の エリア を決 め て試行 的に 行う など提 案し ました が、 今後

どのようにされるのか、見解を伺います。



○田村副議長 伊木市長。

○伊 木市 長 米 子市 役 所駐車 場ス ペー スにつ いて ですが 、ま ず正

面玄 関の 前のス ペー ス につい てで すけ ども、 こち らにつ きま して

は、 庁舎 の例え ば火 災 が起き たと きで すとか 、そ のとき の避 難所

とし て、 また例 えば で すけど も、 外国 から来 賓の 方が来 られ たと

きの 出迎 えのた めの ス ペース です とか 、多目 的な 用途に 使用 する

こと を前 提とし たス ペ ースで あり ます ために 、恒 常的に 駐車 場と

する こと は困難 であ り ますが 、必 要な ときに は臨 時的に 開放 して

おり まし て、今 後と も 市民の 皆様 が困 ること のな いよう 、適 時適

切な対応をしていきたいと考えております。

一 方、 有料駐 車場 に つきま して は、 利用状 況の 分析を しま した

結果 、令 和４年 度に は ８回満 車に なっ た回数 があ ったん です けれ

ども 、令 和５年 度に な ります と１ 回、 それか ら令 和６年 度、 これ

は１ 月ま ででご ざい ま すけれ ども 、選 挙に関 係し た１回 のみ 満車

とな って おりま して 、 例えば マイ ナン バーカ ード の普及 等に より

まし て、 市役所 に来 庁 されず に、 例え ば住民 票の コンビ ニ交 付な

ど利 用さ れる方 など 、 こうし た方 々の 増加に より まして 、以 前に

比べ ます と、満 車と な る日が ほぼ なく なって きた という こと が確

認で きた ところ でご ざ います 。こ れを 踏まえ まし て、有 料駐 車場

の白 線の 幅を広 げる と いうこ とに つき まして は、 来庁者 の安 全性

の向 上の ために も実 施 の方向 で検 討を 進めた いと いうふ うに 思い

ます し、 改めて 市役 所 にいら っし ゃら なくて もい ろいろ な手 続が

でき るよ うに、 こち ら の努力 も併 せて 行いた いと いうふ うに 考え

ております。

○田村副議長 津田議員。



○津 田議 員 伊 木市 長 から大 変前 向き な御答 弁を いただ きま した。

あり がと うござ いま す 。よな ご市 議会 だより ２０ ２４年 １０ 月１

日発 行の ７８号 でも 、 この内 容に つき まして 質問 内容を 掲載 した

とこ ろ、 多くの 方か ら 駐車場 幅に つい て同感 であ るとの お声 をい

ただ いて おりま して 、 来庁さ れる 際、 安全で 安心 して駐 車で きる

ことで市民の皆様に喜んでいただけます。

駐 車場 に関し ても う 一つあ りま す。 同じく 令和 ６年６ 月定 例会

でス ーパ ーなど にあ る ゴム製 の減 速帯 の取付 けな ど、安 全対 策を

取る 方法 などの 考え に ついて 伺い まし た。そ の答 弁では 、減 速帯

の設 置な ど、安 全対 策 、安全 への 啓発 を行う と同 時に、 駐車 場構

内の 安全 対策に つい て も検討 した いと ありま した が、今 後ど のよ

うにされるのか、見解を伺います。

○田村副議長 下関総務部長。

○下 関総 務部長 駐 車 場構内 の安 全対 策につ いて のお尋 ねで ござ

いま すけ れども 、先 般 も雪が 降っ たよ うな状 況が ありま した けれ

ども 、そ ういっ たよ う な状況 を踏 まえ ますと 、凹 凸のあ るよ うな

安全 帯の 設置、 これ に ついて は除 雪に 支障が 出る 可能性 があ りま

すの で、 現時点 では 少 し難し いの かな という ふう に考え てお りま

す。 安全 対策に つき ま しては 、安 全へ の啓発 のほ か、既 に幾 つか

講じ てお りまし て、 今 後は薄 くな った 部分な ども ありま すの で、

駐車 場構 内の本 庁舎 に 向かう 通行 路へ の横断 歩道 のほか 、停 止線、

矢印 、徐 行など の文 字 ですね 、こ うい ったよ うな 標示に 取り かか

るこ とと してお りま す 。一層 、安 全で 使いや すい 駐車場 にな るよ

う、整備を行っていきたいと考えております。

○田村副議長 津田議員。



○津 田議 員 市 民の 皆 様が来 庁さ れる 際、安 全で 安心し て駐 車で

きるよう、安全対策をお願いいたします。

次 の項 目に移 りま す 。米子 市公 園の 安全対 策に ついて です 。先

月の ２月 ５日に 湊山 公 園で飼 育さ れて いる雄 のニ ホンザ ル１ 匹が

清掃 中に 脱走し 、本 市 は警察 など 関係 機関に 通報 し、２ ０人 体制

で捜 索し 、同日 、本 市 の職員 が公 園か ら１キ ロ離 れた久 米町 内の

水路 で猿 を発見 し、 捕 獲しま した 。猿 による けが 人や器 物損 壊な

どは なか ったと のこ と ですが 、猿 の脱 走は２ ０２ ４年７ 月に もあ

りました。この事象について本市の見解を伺います。

○田村副議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 昨年の ７月 の脱 走は猿 舎の フェン スの 破断

に起 因す るもの でご ざ いまし て、 この たび２ 月の 清掃中 の脱 走は

清掃 中の 人為的 ミス に よるも ので ござ いまし た。 今回、 清掃 のた

め、 飼育 スペー スと バ ックヤ ード の間 の扉を 開け たとこ ろ、 飼育

員２ 名が 目を離 すタ イ ミング がご ざい まして 、そ の間に 猿が バッ

クヤ ード 内に進 入し て おりま した 。こ のこと に気 づかず 、飼 育ス

ペー スと バック ヤー ド の扉を 閉め 、外 に出る 二重 扉を開 けた 際に

飼育 員の 背後か ら猿 舎 外へ脱 走し たも のでご ざい ます。 被害 の報

告は 受け ており ませ ん が、猿 が人 への 危害を 与え るおそ れも あり、

続け て脱 走につ いて は 問題と 捉え てお りまし て、 市民の 皆様 には

御心 配を おかけ した こ とをこ こに おわ びを申 し上 げると とも に、

改めて再発防止を徹底したいと考えているところでございます。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 再 発防 止 をお願 いい たし ます。 では 、猿舎 の金 網の

老朽 化で の脱走 対策 で は、猿 舎の 金網 点検を 毎月 実施す るこ とや



ドア は同 時開閉 禁止 ル ールで ある と聞 いてい ます が、ド アの 管理

上の ルー ルが守 れな か ったこ とな どの 理由で 猿が 脱走し てい ると

聞いていますが、今後の対策について伺います。

○田村副議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 今後の 対策 につ いてで ござ います 。物 理的

に人 為的 ミスが 起こ ら ないよ うな 対策 といた しま して、 二重 扉を

同時 に開 ける必 要が あ る資機 材の 搬出 作業を 見直 し、１ 枚ず つ扉

が開 閉で きる資 機材 に 変更い たし たと ころで ござ います 。ま た、

照明 を設 置する 等、 バ ックヤ ード の死 角を減 らす ことを 対策 とし

て行 って おりま す。 さ らにド アの 開閉 時の声 かけ による 確認 や、

それ らを 行うた めの 注 意喚起 の掲 示等 、これ まで やって きた こと

につ きま して、 今後 も 継続し てい くこ とを徹 底す るとと もに 、定

期的 な市 職員に よる 現 場の確 認も 頻度 を上げ て行 ってい きた いと

考えておるところでございます。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 ハ ード 面 やソフ ト面 も対 策とし て取 り入れ られ たと

いう こと でござ いま す が、も しも 猿が 脱走し 、人 に危害 を加 えた

らど うな るので しょ う 。サル 痘は 大丈 夫なの か、 ２０２ ３年 の厚

生労 働省 の調査 では 、 ウイル ス感 染症 のサル 痘で すが、 それ に感

染し た男 性が死 亡し 、 国内死 亡確 認を 発表し てい ます。 また 、危

害を 加え た猿は 人間 に より殺 され るか もしれ ませ ん。危 害に 遭っ

た人 も不 幸です が、 逃 げた猿 も不 幸で す。設 備、 人、環 境な ど幾

つも の要 因が重 なっ た ことで 事故 は発 生しま す。 ハード 面と ソフ

ト面 の対 策を行 って い くこと で危 険の 芽がな くな ります 。今 後は

ただ 委託 先に任 せる の ではな く、 本市 の安全 管理 をお願 いい たし



ます。

次 に、 墓地公 園の 管 理、設 備に つい ては、 令和 ６年９ 月定 例会

での 質問 で、市 営墓 地 の管理 はど のよ うにし てい るのか 伺い 、答

弁で は、 市営墓 地の 管 理につ いて は、 市営墓 地の うち北 公園 墓地

及び 南公 園墓地 の管 理 につい ては 、巡 視、清 掃、 来園者 対応 など

を米 子広 域シル バー 人 材セン ター に委 託して いる とのこ とで す。

南公 園墓 地の管 理、 設 備につ いて 、担 当課へ 、南 公園墓 地の 管理

人か ら、 管理上 気づ い た点、 危険 と思 われる 場所 への対 応策 、そ

れか ら要 望など の提 案 を行っ てい ると 伺って おり ますが 、こ れら

の提案についてどのように対応されているのか伺います。

○田村副議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 南公園 墓地 管理 人さん から の提案 につ いて

でご ざい ますが 、施 設 の老朽 化に 伴う 施設修 繕や 生け垣 等の 樹木

管理 、案 内看板 の設 置 など、 様々 な提 案をい ただ いてい るこ とは

承知 して おると ころ で ござい ます 。そ れぞれ の提 案に対 しま して

現地 確認 等を行 いま し て、対 応の 可否 を検討 いた しまし て、 可能

なものに対しましては順次対応しているところでございます。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 南 公園 墓 地の管 理人 さん から様 々な 提案や 気づ きを

して いた だいて 、大 変 ありが たい こと だと思 いま す。そ の気 づき

をし てい ただい た２ ０ ２３年 度懸 案事 項の危 険防 止につ いて です

が、 資料 を前の ほう に 貼り出 しっ てい うか、 置い ており ます けど、

これ の右 上の写 真で ご ざいま す。 南公 園墓地 の５ ３Ａ区 画で すが、

この 付近 にはト イレ が 設置さ れて おり 、駐車 され る方が 多い です。

以前 は転 落防止 対策 と して木 ぐい が設 置され てい ました が、 木ぐ



いが 朽ち てしま い、 若 干少し 見え てお ります が、 このよ うに 道路

の右 側が 傾斜が つい て おり、 車両 転落 のリス クが ありま す。 この

場所 の安 全対策 につ い ては、 どの よう に考え てお られる のか 伺い

ます 。ま た、安 全対 策 につい て施 工を 考えて おら れるの か伺 いま

す。

○田村副議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 当区画 でご ざい ます。 現在 、応急 措置 とい

たし まし て、カ ラー コ ーンを 設置 して おると ころ でござ いま す。

あわ せて 、注意 喚起 等 のため 、視 線誘 導標の 設置 を検討 して おり

まして、速やかに対応したいと考えておるところでございます。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 応 急措 置 として カラ ーコ ーンを 設置 されて おり 、注

意喚 起等 のため の視 線 誘導標 の設 置を 検討さ れて いると のこ とで

すが 、次 の写真 です が 、下の ２枚 の写 真にな りま す。南 公園 墓地

の５ ３Ａ 区画の ２段 目 、３段 目の 段差 が約１ メー トル５ ０セ ンチ

ある とい うこと で、 参 拝者等 の転 落の リスク があ ると考 えま すが、

この 危険 箇所の リス ク 回避の ため にフ ェンス など を設置 し、 安全

対策 を講 じるべ きと 考 えます が、 本市 の見解 をお 伺いい たし ます。

○田村副議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 当区画 の２ 段目 、３段 目に ついて のお 尋ね

でご ざい ます。 墓地 区 画の裏 側に 段差 がある とこ ろでご ざい まし

て、 常時 使用者 が歩 行 するよ うな 場所 ではな いた め、フ ェン スの

設置 まで は考え てお り ません が、 注意 喚起と して 現在カ ラー コー

ンを 設置 してい ると こ ろでご ざい ます 。でき るだ け早期 に段 差が

ある こと への注 意喚 起 の看板 、こ れを 設置し たい という こと で考



えておるところでございます。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 再 質問 さ せてい ただ きま すが、 注意 喚起看 板の 設置

だけ では 、参拝 者が 看 板を見 落と して しまえ ば、 転落の リス クの

低減 には なりま せん 。 安全は 、高 所の 危険を 、１ メート ルか ら転

落は 一命 を落と すと 言 います 。転 落の リスク 低減 になら ない こと

についての本市の見解を伺います。

○田村副議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 墓地区 画の 裏側 への進 入を 防ぐよ うな 位置

に、 進入 される 箇所 の 中央辺 りで すね 、目立 つと ころに 、ま たは

色目 とか もちょ っと 気 を使わ させ てい ただい て目 立つよ うな 工夫

をし なが ら、注 意喚 起 の看板 を設 置す る予定 でご ざいま す。 また、

納付 者に 毎年、 納付 書 ってい うの を送 らせて いた だいて おる んで

すけ ども 、この 納付 書 を送ら させ ても らう際 に、 あわせ て、 そう

いっ た注 意喚起 の文 書 も同封 させ てい ただき たい という こと で考

えておるところでございます。以上です。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 参 考ま で にです けど 、２ ０２３ 年３ 月８日 に世 界遺

産石 見銀 山で市 が管 理 する木 製柵 が壊 れて、 愛知 県の当 時６ ８歳

の女 性が 3.９ メ ー ト ル 下 の 銀 山 川 に 転 落 し て 死 亡 しまし た。 この

事故 で、 業務上 過失 致 死の疑 いで 市男 性職員 ２名 が書類 送検 され

てお りま す。書 類送 検 容疑は 、点 検な どで現 場の 柵を修 理す る必

要が ある ことを 知っ て いなが ら、 必要 な措置 を怠 った。 市は 、当

時、 現場 のカラ ーコ ー ンを置 いて いた が、大 田警 察署は 不十 分な

判断 とし て、２ 人は 柵 を維持 管理 する 担当者 だっ た。２ 年前 の石



見銀 山で の事象 は教 訓 として 、述 べさ せてい ただ いてお りま す。

安全 に終 わりな しと 言 います 。本 市に は、リ スク 回避で きる 確実

な安全対策を行っていただきますよう要望させていただきます。

次 の項 目に移 りま す 。埼玉 県八 潮市 での下 水管 破損事 象の 水平

展開 につ いてで す。 令 和７年 １月 ２８ 日に八 潮市 内の県 道松 戸草

加線 中央 一丁目 交差 点 内にお いて 、中 川流域 下水 道の下 水道 管の

破損 に起 因する と思 わ れる陥 没が 起き 、走行 中の トラッ クが 転落

する 事故 が発生 しま し た。こ の下 水道 管の点 検を 本市は どの よう

に行っているのか伺います。

○田村副議長 遠藤下水道部長。

○遠 藤下 水道部 長 下 水道管 の点 検は 、腐食 の起 こりや すい 箇所、

経過 年数 、破損 が生 じ た場合 の影 響の 度合い など により 、優 先度、

頻度 を決 めて行 って お ります 。腐 食の 起こる リス クが高 い管 路に

つき まし ては、 下水 道 法に基 づい て５ 年ごと に、 またそ のほ かの

管に つき まして も定 期 的に管 路の 中に カメラ を入 れる方 法で 点検

を行っております。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 転 落し た トラッ クは 、救 出はい まだ できて いな い。

住民 には 下水道 の使 用 自粛や 、周 囲で は異臭 が発 生して おり 、市

民は早期の復旧を願っておられます。

で は、 下水道 管の 点 検で異 常と 判定 された もの にはど のよ うな

ものが確認されているのか伺います。

○田村副議長 遠藤下水道部長。

○遠 藤下 水道部 長 点 検の結 果、 腐食 による 鉄筋 の露出 、破 損損

傷、 ひび 割れな どの 異 常を現 認し 、そ れらの 異常 に対し まし ては



補修、改築など、適切な対応をしているところでございます。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 今 の答 弁 に関し て質 問し ますが 、異 常につ いて は適

切に 対応 してい ると の ことで あり ます が、具 体的 にどう いう 方法

で補修、改築を行っているのか、分かる範囲で伺います。

○田村副議長 遠藤下水道部長。

○遠 藤下 水道部 長 異 常を確 認し た場 合です が、 腐食の 状況 です

とか 原因 あるい は管 の 大きさ によ って 異なり はし ますが 、主 な方

法と いた しまし ては 、 腐食の 原因 とな ります 硫化 水素に 強い 性質

の塩 化ビ ニール の素 材 を管路 の内 側か らコー ティ ングす ると いう

こと で、 補修を する も のです とか 、管 が細く て腐 食の範 囲が 短い

もの につ きまし ては 、 管を切 断し て取 替えを する 改築な どに より

対応をしているところでございます。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 腐 食の 状 況等に より 適切 に対応 して いるこ とが 確認

できました。

では、次に、下水道管の標準的な耐用年数について伺います。

○田村副議長 遠藤下水道部長。

○遠 藤下 水道部 長 下 水道管 は、 主に 塩化ビ ニー ル製と 鉄筋 コン

クリ ート 製があ りま す が、標 準的 な耐 用年数 はい ずれも ５０ 年で

ございます。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 耐 用年 数 ５０年 、半 世紀 使用で きる のはか なり 長い

と考えますね。

で は、 本市の 下水 道 管の取 替え の実 施につ いて は計画 され てい



るのか伺います。

○田村副議長 遠藤下水道部長。

○遠 藤下 水道部 長 経 年によ る腐 食が 確認さ れた 下水道 管に つき

まし ては 、腐食 の程 度 により 緊急 度を 診断い たし まして 、そ の診

断結果を反映させた改築、修繕の計画を作成してございます。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 で は、 大 きい交 差点 など で、例 えば 公会堂 の交 差点

やわ こう の交差 点な ど には様 々な 機器 や設備 が埋 設され てい ると

お聞 きし ますが 、本 市 で同事 象が 発生 する可 能性 につい て伺 いま

す。

○田村副議長 遠藤下水道部長。

○遠 藤下 水道部 長 本 市にお きま して も、下 水道 管を原 因と する

陥没 が発 生する 可能 性 という もの は否 定でき ない と思っ てお りま

す。 八潮 市の事 故を 受 けまし て、 国道 、県道 に埋 設して いる 下水

道の 幹線 管路の 点検 を 行った とこ ろで あり、 今後 も同事 象が 発生

しな いよ う、引 き続 き 点検等 を行 い、 適切な 維持 管理に 努め てま

いりたいと思っております。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 本 市で も 、陥没 事故 が発 生する 可能 性は否 定で きな

いと の答 弁でし た。 八 潮市の 事故 では 、発生 直後 でも陥 没の 大き

さが 直径 １０メ ート ル 以上の もの で、 また広 範囲 にわた って 市民

生活 に影 響があ りま し た。あ って はな らない こと ですが 、仮 に米

子市 で陥 没事故 が起 き た場合 、八 潮市 と同じ よう な状況 にな る想

定は され ている のか 、 通告し てい ませ んので 、部 長の見 解で よろ

しいので、伺いたいと思います。



○田村副議長 遠藤下水道部長。

○遠 藤下 水道部 長 本 市で陥 没事 故が 起きた 場合 の状況 とか 市民

生活 への 影響に つい て 、八潮 市の ケー スと比 べて 、どう いう 想定

なの かと いうこ とで す が、あ くま で下 水道管 が原 因での 陥没 事故

とい うこ とへの 答弁 で 、そし て本 市の データ を詳 細に分 析し たと

いう こと ではな くて 、 一般論 とい うこ とでお 答え させて いた だき

たい と思 います が、 ま ず陥没 の大 きさ といい ます のは、 地中 に埋

まっ てま す下水 道管 の 大きさ と深 さに 関連が 非常 にある もの でし

て、 管が 大きけ れば 大 きいほ ど、 深さ が深け れば 深いほ ど陥 没の

規模 は大 きくな るメ カ ニズム と理 解を してお りま す。八 潮市 の場

合は 、こ れ流域 下水 道 といい まし て、 広い範 囲の 複数の 自治 体の

下水 を１ か所の 処理 場 に流入 させ て処 理する 方式 を取っ てお られ

まし て、 事故が 起き た 箇所と いい ます のが、 その 終末処 理場 の非

常に 近い 箇所で 起き た ことか ら、 １０ を超え る市 、町の 住民 生活

に大 きな 影響が 出た と 。そし て管 の大 きさも 直径 が５メ ート ル近

いも ので 、深さ も１ ０ メート ルぐ らい のとこ ろに 埋設さ れて いた

という報道がされています。

本 市に おきま して は 、３か 所の 処理 場と１ ２個 の集落 配水 施設

で下 水を 処理し てお り ますの で、 リス クの分 散が なされ てる かと

いう 観点 で考え た場 合 は、流 域下 水道 とは違 うリ スクヘ ッジ の評

価に なる んでは ない か と、こ のよ うに 受け止 めを してお りま す。

また 、管 の大き さに つ きまし ても 、個 々の処 理場 の近く の箇 所で

も２ メー トルか ら３ メ ートル ぐら いの 大きさ のも のでご ざい まし

て、 深さ も大体 ３メ ー トルぐ らい のと ころに 埋設 をして おり ます

ので 、そ この数 字だ け を八潮 市の ケー スと照 らし て考え ます と、



陥没 の大 きさの 想定 っ ていう のは 同じ にはな らな いであ ろう と、

この よう に思っ てお り ます。 いず れに しまし ても 、規模 の大 きさ

にか かわ らず、 その よ うな事 象が 起き ないよ う、 予防保 全の 考え

方で 点検 、調査 をし っ かりと やっ てい き、ま た点 検の精 度を 上げ

てい くこ とで、 陥没 事 故を未 然に 防ぐ ために 努力 を続け てま いり

たいと思います。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 リ スク の 分散化 や管 の大 きさ、 深さ が違う とい うこ

とで 、八 潮市と 同じ よ うな状 況と なる ことは 異な る想定 であ ると

いう こと で少し 安心 し ました 。そ して 、陥没 事故 の未然 防止 に一

層努 力し ていく との 答 弁をい ただ きま したの で、 ３月末 で退 職さ

れる 遠藤 部長、 この 思 いを残 った 職員 さんに 、皆 さんに しっ かり

と伝えて実行していただきますようお願いいたします。

次 に、 マンホ ール 蓋 につい ては 、道 路に設 けて ありま すが 、一

部の 方か らの御 意見 で マンホ ール の蓋 が少し 持ち 上がっ てい るの

では ない かと伺 うこ と があり ます が、 このよ うな 問合せ が本 市に

あるのか伺います。

○田村副議長 遠藤下水道部長。

○遠 藤下 水道部 長 市 民の皆 様か らマ ンホー ルに 関して の問 合せ

や情 報提 供はご ざい ま す。問 合せ 等が あった 場合 は現地 を確 認い

たし まし て、異 常が あ る場合 は原 因に 応じて 適切 な補修 を行 って

いるところでございます。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 市 民か ら の貴重 な意 見や 問合せ を気 づきと 捉え てい

ただ きた いと考 えま す 。上下 水道 管に ついて は令 和６年 ９月 定例



会で の質 問を行 って お り、点 検で 基準 値を満 たさ なかっ たも の、

標準 的な 耐用年 数に つ いて経 年取 替え の実施 につ いての 計画 を伺

います。

○田村副議長 朝妻水道局長。

○朝 妻水 道局長 水 道 管の耐 用年 数と 取替え の計 画につ いて のお

尋ね でご ざいま す。 水 道管の 法定 耐用 年数は ４０ 年でご ざい ます

が、 埋設 環境や 管の 種 類など によ りま して、 この 期間を 超え ても

十分 使用 できる もの も ござい ます 。漏 水の発 生状 況、管 の種 類、

水需 要等 を分析 の上 、 優先順 位の 高い ものか ら毎 年１０ キロ 程度、

更新を行う計画としているところでございます。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 私 が令 和 ６年９ 月定 例会 での質 問で 、愛知 県豊 田市

は人 工衛 星と人 工知 能 ＡＩを 活用 した 水道管 の漏 水調査 を行 い、

テー タが 位置情 報と と もに埋 め込 まれ た画像 と水 道管配 管デ ータ

を照 らし 合わせ て、 Ａ Ｉで解 析す るこ とで漏 水し ている 場所 を推

定で きる とのこ とで あ ります が、 ＡＩ や非破 壊検 査の技 術を 活用

し、 八潮 市での 事象 を 未然に 防ぐ こと はでき ない ものか 、本 市の

見解を伺います。

○田村副議長 遠藤下水道部長。

○遠 藤下 水道部 長 人 工衛星 とＡ Ｉを 活用し た取 組は、 主に 下水

道管 を対 象とし たも の と認識 をし てお ります が、 先進的 な技 術と

して 、下 水道の 分野 に おいて も、 ＡＩ を活用 した 調査結 果の 自動

判定 や下 水道管 路の 劣 化予測 の取 組が 行われ てい ること は承 知し

てお りま す。こ の取 組 には多 くの 維持 管理デ ータ をＡＩ に学 習さ

せる 必要 があり 、Ａ Ｉ で学習 でき る状 態に整 備す るため には 、相



当な 時間 を要す るな ど の課題 はあ りま すが、 これ ら先進 技術 の活

用は 、異 常の早 期発 見 や調査 の効 率化 などが 期待 でき、 陥没 事故

を未 然に 防ぐこ とに 有 効であ ると 思っ ており まし て、本 市の 下水

道事 業に どのよ うな 形 で導入 でき るか 、先進 地の 事例等 を踏 まえ、

調査・研究してまいりたいと考えてございます。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 多 くの 情 報量な ど課 題が あると のこ とでご ざい ます

が、ぜひとも調査・研究をお願いしたいと要望いたします。

次 に、 道路に つい て ですが 、道 路の 空洞箇 所を 点検し 、道 路陥

没を 事前 に発見 する 技 術を持 つジ オ・ サーチ に以 前、道 路陥 没に

つい て御 教授い ただ き ました 。こ のよ うな点 検を 適宜行 って いく

必要があると考えますが、御見解を伺います。

○田村副議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 空洞点 検に つき まして は、 現在の とこ ろ行

う予 定は ござい ませ ん が、仮 に短 期間 で路面 の沈 下によ る補 修を

繰り 返す ような 状況 が 生じる とこ ろが ござい まし たら、 空洞 点検

を選択肢の一つとして考えてまいりたいと存じます。以上です。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 路 面の 沈 下など 、異 常発 見は適 宜巡 回する 道路 パト

ロー ルで の点検 があ り ますが 、そ のほ かの情 報で は、近 隣住 民の

道路 陥没 の異常 発見 時 に連絡 をお 願い するこ とや 、市の ホー ムペ

ージ から 入れる 道路 損 傷の情 報提 供メ ールフ ォー ムなど 、こ のこ

とに つい ては、 市民 の 方は知 って おら れない とお 聞きし ます 。道

路陥 没等 の情報 が共 有 される ため の市 民への 周知 を行っ てい ただ

きますよう要望いたします。



今 回の 八潮市 の下 水 管は、 国が 義務 づける 点検 の対象 外だ った

ほか 、埼 玉県が 独自 に 行って いた 点検 では異 常を 発見で きな かっ

たと のこ とであ るよ う ですが 、八 潮市 での事 象を 受けて 、い まだ

詳細 はは っきり して い ない部 分も ある と思い ます が、本 市で でき

るこ と、 また今 後の 考 えなど につ いて 答えら れる 範囲で 結構 です

ので、伺っておきたいと思います。

○田村副議長 遠藤下水道部長。

○遠 藤下 水道部 長 八 潮市の 事故 を受 けて、 本市 として も、 国道、

県道 に埋 設して いる 下 水道の 幹線 道路 の上部 道路 の点検 を２ 月に

行っ たと ころで ござ い ます。 今後 も経 過年数 、破 損した 場合 の影

響の 度合 いなど を考 慮 し、リ スク の高 い下水 道の 幹線管 路を 優先

的に 、カ メラ調 査を 実 施し、 適切 な維 持管理 を計 画的に 実施 する

とと もに 、点検 の精 度 の向上 や調 査の 効率化 を図 ること で、 下水

の流 水機 能の確 保と 管 路の保 全に 努め てまい りた いと思 って おり

ます。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 い まだ 詳 細がは っき り分 からな い中 での御 答弁 でし

たが、点検を２月に行われているとのことでした。

で は、 下水道 以外 の インフ ラ、 橋や トンネ ルな どの状 況は 、高

度経 済成 長期に 整備 さ れたた め、 老朽 化が全 国的 な課題 にな って

いる とこ ろです が、 標 準的な 耐用 年数 と点検 方法 につい て伺 いま

す。

○田村副議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 インフ ラの 耐用 年数に つい てのお 尋ね でご

ざい ます 。米子 市の 管 理して おり ます トンネ ルは ござい ませ んけ



れど も、 橋につ きま し ては、 橋の 設計 の際に 使用 してお りま す道

路橋 示方 書、こ れに よ ります と、 適切 な維持 管理 が行わ れる こと

を前 提に 、橋が 性能 を 発揮す るこ とを 期待す る期 間とし て、 設計

供用 期間 を定め るこ と として 、こ れは １００ 年を 標準と して おる

ところでございます。

次 に、 点検方 法に つ きまし てで すが 、鳥取 県道 路橋り ょう 定期

点検 マニ ュアル に準 じ まして 、５ 年に 一度、 近接 目視に よる 点検

を主 に実 施して おる と ころで ござ いま すが、 目視 のみで 現状 の把

握が 困難 な場合 は、 触 診や打 音に よる 点検を 併用 して行 って おる

ところでございます。以上です。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 イ ンフ ラ 維持管 理を 担っ ている のは 主に地 方自 治体

であ ると いうこ とで す が、厳 しい 財政 状況や 人材 不足を 背景 に、

対策 が十 分進ん でな い のが現 状で あり ます。 本市 はこれ をど のよ

うに克服していくのか伺います。

○田村副議長 遠藤下水道部長。

○遠 藤下 水道部 長 厳 しい財 政状 況や 人手不 足に 対して の今 後の

対応 につ いてで ござ い ますが 、イ ンフ ラ施設 の維 持管理 につ いて

は長 寿命 化修繕 計画 等 を策定 し、 計画 的、効 率的 な維持 管理 に努

めて いる ところ でご ざ います が、 必要 に応じ て計 画の見 直し を行

いな がら 、より 効率 的 に実施 して まい りたい と思 ってお りま す。

あわ せま して、 国費 を 最大限 活用 でき るよう 継続 して国 等へ の働

きか けを 行うな ど、 財 源の確 保の 取組 に努め てま いりた いと 思っ

てお りま す。人 材不 足 につき まし ては 、組織 体制 の見直 し、 ＤＸ

の推 進、 包括的 民間 委 託の導 入な ど、 業務効 率化 の取組 の成 果を



さら に上 げてい くこ と や津田 議員 御提 案の新 技術 の活用 のほ か、

委託 業務 の長期 契約 や 広域連 携等 につ いても 検討 を重ね てま いり

たいと思っております。

○田村副議長 朝妻水道局長。

○朝 妻水 道局長 私 の ほうか ら水 道関 係、御 答弁 申し上 げま す。

水道 事業 におき まし て は、安 全な 水道 水の安 定供 給に向 けま して、

施設 管路 の計画 的な 更 新を行 うこ とと してお りま して、 その ため

の財 政基 盤強化 対策 と いたし まし ては 、引き 続き 施設管 路の ダウ

ンサ イジ ング、 スペ ッ クダウ ンに よる 将来投 資の 抑制、 施設 の効

率的 な運 転、民 間委 託 による 経費 節減 、水質 検査 広域受 託等 、料

金収 入以 外の収 入の 確 保、そ して 国へ の財政 支援 要望な ど、 さら

には 将来 投資を 見込 ん だ適切 な料 金設 定など に取 り組む こと とし

てお りま す。ま た、 人 材不足 対策 とい たしま して は、水 道事 業体

関連 では ＤＸの 推進 に よる業 務の 効率 化と定 員適 正化、 研修 の充

実、 資格 取得の 促進 に よる技 術力 の維 持向上 、採 用活動 の強 化な

どに 取り 組むこ とと し ており ます 。ま た、施 工事 業者関 連で は週

休２ 日制 の導入 、賃 金 引上げ 等に よる 労働環 境の 整備、 官民 連携

によ る技 術研修 と人 材 育成の 強化 、さ らには 業界 のイメ ージ アッ

プと イン フラの 重要 性 の理解 の促 進等 、官民 連携 して取 り組 む必

要があるものと考えております。以上です。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 厳 しい 財 政状況 や人 材不 足での 克服 として ＤＸ 推進

によ る業 務効率 化と 定 員適正 化、 官民 連携し て取 り組む 必要 等の

打開 策を 御答弁 いた だ きまし た。 財政 状況や 人材 不足で の克 服と

して の打 開策で も新 技 術の活 用も 御答 弁いた だき ました が、 玉名



市へ ２０ ２４年 ５月 に 会派視 察に 行っ た際に 、橋 梁老朽 化対 策で

は５ 年に 一度の 橋梁 点 検、補 修を 市の 職員が 行い 、これ まで の節

減が 、８ 年間で ２０ 億 円の経 費削 減が できた 。そ のため の資 格、

職員 のス キルア ップ 、 現地調 査を 指導 するキ ーマ ンの職 員が おら

れ、 苦労 して行 われ た ことで 、こ のよ うなす ばら しい成 果、 実績

があ った と伺い まし た 。水道 管、 下水 道管路 、橋 梁やト ンネ ルは、

標準 的な 耐用年 数は 長 期であ りま すが 、年々 老朽 化が進 行す るイ

ンフ ラ設 備に対 して 、 従来の 損傷 が大 きくな った から、 補修 する

維持 管理 を継続 した 場 合の維 持管 理コ ストが 膨大 となり 、安 全性、

信頼 性の 確保の ため の 適切な 維持 管理 が困難 とな ること が懸 念さ

れま すの で、御 答弁 い ただい た予 防保 全対応 を積 極的か つ計 画的

に行 うこ とで設 備、 施 設の長 寿命 化及 びライ フサ イクル コス トの

縮減を図っていけるよう、よろしくお願いいたします。

続 いて 、大要 ２点 目 に移り ます 。自 治会、 町内 会につ いて です。

自 治会 、町内 会の 課 題につ いて 、地 域から の声 として 自治 会、

町内 会に おける 問題 は 、高齢 化が 進ん で、こ れま でと同 じ活 動が

難し くな り、加 入率 の 低下に つな がる 高齢者 の退 会が目 立っ てき

たこ と、 また特 に集 合 住宅の 未加 入者 が多い こと 、行政 から 依頼

業務 が五 月雨式 に来 る ことか ら、 自治 会役員 の担 い手不 足と なり、

また 町内 会では 班長 の 番が回 って くる から、 退会 する人 が出 ると

も言 われ ており ます 。 本市が 把握 して いる自 治会 、町内 会の 課題

についてお伺いいたします。

○田村副議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 自治 会の 課題 でござ いま すが、 令和 ２年

度自 治連 合会が 主体 と なりま して 、自 治会の 運営 実態調 査を 行っ



てご ざい ます。 その 中 で調査 結果 から は、議 員御 指摘の 加入 率の

低下 です とか、 負担 の 話のほ か、 役員 の成り 手不 足、高 齢化 、さ

らに は活 動参加 者の 減 少や関 心低 下、 様々な 懸念 の声も 寄せ られ

ているところでございます。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 自 治会 、 町内会 にお ける 問題は 、地 域から の声 とほ

ぼ同じ内容であると言えます。

で は、 環境問 題の 対 応につ いて 、ご み分別 やリ サイク ル、 地域

の清 掃活 動など 、環 境 問題の 取組 が課 題とな って いる地 域も あり

ます 。昨 年の９ 月定 例 会でも 質問 させ ていた だい た草刈 りや 清掃

活動 が大 きな問 題と な ってお りま す。 もう自 分た ちだけ では 手に

負え なく なって いる 町 内会も ある よう ですが 、本 市はこ れに つい

てどのように考えているのか伺います。

○田村副議長 藤岡市民生活部長。

○藤 岡市 民生活 部長 まずは 地域 の環 境保全 につ きまし て、 一斉

清掃 など 、平素 から 地 域住民 の皆 様に 御理解 と御 協力を いた だい

てお りま すこと を、 こ の場を 借り てお 礼を申 し上 げたい と思 いま

す。

昨 年９ 月定例 会に お きまし て、 議員 から高 齢化 に伴い 、作 業が

困難 とな ってい る、 地 元住民 の皆 様に よる側 溝な どの清 掃に つい

て、 市で 対応す るこ と ができ ない かと いう御 質問 をいた だい てお

りま す。 その際 、環 境 保全を 目的 とし て地元 の皆 様に御 協力 をお

願い して いるこ と、 高 齢化に より 清掃 活動が 十分 に行え ない よう

な場 合に つきま して は 、側溝 の泥 だめ や集水 ます 部分だ けで も掃

除を お願 いして いる こ と、ま た蓋 が重 くて開 閉が 困難で あり まし



たり 、交 通量が 多い 危 険な場 所や 土砂 の堆積 量が 非常に 多い 場所

など 、地 元の皆 様で は 清掃が 困難 な箇 所につ きま しては 、市 が清

掃を 行っ ている こと を 、都市 整備 部長 からも 御答 弁申し 上げ たと

ころ でご ざいま す。 御 質問の 草刈 りや 地域の 清掃 活動に つき まし

ても 、環 境保全 を目 的 として 地域 住民 の皆様 に御 協力を お願 いし

てい ると ころで ござ い ます。 地域 の事 情や水 路な ど、構 造上 の理

由で 清掃 が難し い場 所 、また 危険 な場 所など は河 川、用 水路 、道

路側 溝等 それぞ れの 管 理者が おり ます ので、 個別 に御相 談い ただ

きますよう御案内をしているところでございます。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 地 域の 事 情とい うこ とも ありま して 、前向 きな 御答

弁いただき、ありがとうございます。

次 に、 自治会 、町 内 会の高 齢化 が進 んでお り、 活動に 参加 する

人が 減少 してい るこ と が課題 とし て上 げられ てお ります 。高 齢者

の参 加を 促進す る仕 組 みが求 めら れて います が、 御所見 を伺 いま

す。

○田村副議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 各自 治会 でも 様々な 取組 が既に 行わ れて

いる とこ ろであ りま す 。例え ば高 齢者 の方に 役員 の就任 を免 除す

るで すと か、あ るい は 会費の 負担 を軽 減され る。 そのほ かの 社会

福祉 協議 会と一 緒に な りまし て、 高齢 者の集 まる 場所、 サロ ンを

開催 する ですと か、 い ろいろ なお 取組 が進ん でい るとこ ろで ござ

いま す。 本市と いた し まして も、 寄り 合うこ とが できる 魅力 的な

公民 館の 活動で すと か 、ある いは 議員 から最 初御 指摘あ りま した

自治 会活 動の負 担軽 減 、この よう な取 組を進 めな がら、 高齢 者の



方が 地域 の活動 に参 加 しやす くな るよ うな環 境づ くりを 図っ てま

いりたいと考えてございます。以上であります。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 高 齢者 の 役員の 就任 免除 や会費 負担 軽減な どの 推進

をしておられるところもあるとのことです。

で は、 若年層 の参 加 不足で は若 い世 代が参 加が 少なく 、地 域活

動が 活性 化しな いと い う問題 があ りま す。若 者も 引き込 むた めの

新しいアプローチが必要と考えますが、御所見を伺います。

○田村副議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 議員 が御 指摘 のとお り、 地域活 動の 活性

化に 向け て、若 い世 代 だけで はな くて 、多く の世 代の皆 様方 に参

加を して いただ くこ と が必要 であ ると 、これ は認 識をし てご ざい

ます 。本 市の取 組と い たしま して 各種 取組を 進め てござ いま すが、

一例 とし て、例 えば 公 民館を 活用 いた しまし て、 子ども 会と 連携

した 夏休 みの子 ども 教 室です とか 、こ ういっ た取 組のほ か、 地域

活動 支援 をして ござ い ます。 こう いっ た支援 によ ります 子ど も育

成に 係る 相談支 援、 こ のよう な取 組を 進めて いる ところ であ りま

す。 自治 会連合 会、 公 民館な どと とも に、引 き続 き若い 世代 の参

加、促進に努めてまいりたいと考えてございます。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 若 者を 引 き込む こと や先 ほどの 高齢 者参加 促進 につ

いて は、 本市も 自治 会 だけに 任せ っき りにし ない とのこ とで すの

で、よろしくお願いいたします。

次 の項 目に移 りま す 。自治 会、 町内 会の加 入率 につい てで す。

自治 会、 町内会 の担 い 手不足 が大 きな 問題に 上げ られて いま すが、



過去５年の加入率の推移について伺います。

○田村副議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 加入 率に つき まして は、 令和元 年、 ５年

前が６１％でありました。現在は５ 7.６％となってございます。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 で は、 令 和元年 から 減少 してお り、 ６割を 切っ てい

る状 況と のこと です が 、加入 率低 下と 担い手 不足 の関係 をど のよ

うに考えるか、御所見を伺います。

○田村副議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 先ほ ど申 し上 げまし た自 治連の 調査 結果

から 勘案 いたし ます と 、加入 率の 低下 に関し まし て、一 つに 役員

の負 担を 嫌がっ て加 入 をされ ない と、 そうい った お声も 届い てい

るところであります。

ま た、 当然な がら 自 治会加 入率 が低 下をい たし ますと 結果 的に

会員 数が 減少い たし ま すので 、加 入率 の低下 と担 い手不 足に 関し

まし て、 関係性 につ い ては一 定程 度あ るのか なと いうふ うに は感

じているところであります。

一 方で 、定年 年齢 が 上がっ てご ざい ます。 こう いった 社会 環境

の変 化で すとか 、あ る いはそ もそ も地 域活動 に関 心が低 下し てい

ると 、こ のよう なお 声 もある よう でご ざいま す。 加入率 低下 以外

の要 因、 担い手 不足 に 関しま して は指 摘もさ れて いると ころ でご

ざいます。以上であります。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 加 入率 低 下と担 い手 不足 は一定 の関 係性は あり 、地

域活 動へ の関心 低下 な ども加 入率 低下 以外の 要因 とのこ とで すが、



自治 会、 町内会 の加 入 率向上 のた めに 、例え ば新 旧住民 の垣 根を

なく す取 組を考 える な ど、本 市は どの ような 策を 講じら れて いる

のか伺います。

○田村副議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 まず 、本 市の 取組で ござ います が、 これ

まで も自 治連合 会な ど ととも に自 治会 の加入 促進 月間、 これ は年

３回 ござ います が、 こ ういっ たも のを 定めな がら 集中的 な広 報に

努め てま いりま した 。 また、 最近 の取 組とい たし まして は、 加入

率が 比較 的低い と言 わ れてお りま す集 合住宅 、自 治会加 入促 進活

動を 注力 をして いる と ころで あり ます 。また 、冒 頭から ござ いま

す自 治会 の負担 軽減 の 観点で も、 これ は今年 度、 本市の ほう でも

市の 職員 が様々 な地 域 活動に 参加 でき るよう な休 暇制度 も設 けた

ところであります。

ま た、 自治会 単位 で も様々 なお 取組 が進ん でご ざいま す。 一例

とし て申 し上げ ます と 、ある 地区 では 集合住 宅の 方を対 象に いた

しま した 準会員 制度 、 これは 先ほ ども ありま した が、役 員を 免除

する とか 会費を 割り 引 きする とか そう いった 制度 でござ いま すし、

ある いは 新築の エリ ア 対象に 速や かに 防犯灯 を設 置する です とか、

様々 な加 入促進 策を 講 じられ てる 自治 会もあ りま す。こ のよ うな

取組 例も よく共 有を し てまい りた いと いうふ うに 考えて ござ いま

す。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 本 市も 様 々な取 組を 展開 されて おら れるこ とに 感謝

申し上げます。

こ れら の課題 を解 決 するた めに は、 自治会 や町 内会の 活動 を活



性化 させ るため の支 援 や地域 住民 との 連携が 重要 と考え ます 。ま

た、 行政 との協 力を 強 化して いく こと が重要 であ ると考 えま すが、

それについての取組について伺います。

○田村副議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 加入 促進 対策 も含め まし て、様 々な 視点

で取 組強 化を図 って い く必要 があ ると 、この よう に考え てご ざい

ます。

例 えば 持続的 な活 動 の実現 に向 けま して、 活動 の下支 えの 視点

が重 要だ という ふう に 考えて ござ いま す。先 ほど 申し上 げま した

地域 活動 支援に よる 活 動支援 のほ か、 今年度 これ は予算 をお 認め

いた だき まして 、自 治 会単位 では 設置 が困難 な防 犯灯を 設置 をさ

せて いた だくと か、 あ るいは 魅力 ある 自治会 活動 の支援 とい う観

点で 、こ れは今 年度 の 予算と して 設置 をいた した まちづ くり 活動

推進 事業 補助金 でご ざ います が、 こう いった 補助 制度の 活用 をし

て活動支援などにも取り組んでいるところでございます。

こ うい った取 組な ど 含めま して 、今 後とも 努力 をして まい りた

いというふうに考えてございます。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 自 治会 は 一人一 人が 主体 となっ たま ちづく りに 欠か

せな い存 在、そ のた め の本市 のバ ック アップ をよ ろしく お願 いい

たします。

次 の項 目に移 りま す 。地域 コミ ュニ ティと 自主 防災会 につ いて

です 。地 域コミ ュニ テ ィは、 環境 美化 、保全 活動 、高齢 者や 子ど

もの 見守 りなど の福 祉 活動、 防災 や防 犯活動 など 様々な 分野 にお

ける地域課題の解決を図る上で大きな役割を担っています。



で は、 地域コ ミュ ニ ティの 希薄 化に ついて 、人 々のラ イフ サイ

クル の変 化や移 動が 多 くなっ たこ とで 地域コ ミュ ニティ のつ なが

りが 弱ま ってい ると い う声も あり ます 。地域 コミ ュニテ ィに 関す

る現状と課題について伺います。

○田村副議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 まず 、現 状と 課題で ござ います 。先 ほど

来申 し上 げてま す実 態 調査の 結果 でご ざいま すけ ども、 やは り役

員の 成り 手不足 、行 事 への参 加者 の減 少、こ れは 課題と して 強く

強調 がさ れてい る、 認 識をさ れて いる ところ でも ござい ます が、

同時 に地 縁的な つな が りが弱 まる こと への懸 念も 寄せら れて いる

ところであります。

一 方で 、地域 によ っ てのお 取組 とい たしま して 、これ は例 でご

ざい ます けども 、福 米 中学校 区の 防災 キャン プの 実行委 員会 です

とか 、あ るいは せん だ っても 御報 告を いただ きま したが 、中 学校

で構 成さ れる防 災グ ル ープ、 様々 なつ ながり を構 築しな がら 地域

の活 動に 取り組 まれ て いる、 そう いっ た動向 も見 えてい ると ころ

であります。

今 後で ござい ます が 、例え ばこ うい った防 災の 視点な ど含 めま

して 、多 様な主 体に よ る自治 会活 動、 自治活 動の サポー トを して

いく とい う視点 とい う のがよ り重 要に なって くる のでは ない かと、

このように考えているところであります。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 つ なが り につい て、 同じ 地域に 住む 人々と の間 で形

成さ れる 関係や コミ ュ ニティ が弱 まる ことへ の懸 念され る一 方、

例に あり ました 福米 中 学校区 防災 キャ ンプ実 行委 員会、 これ は地



元校 区の 矢田貝 議員 、 森田議 員が 地域 を巻き 込ん で取組 をさ れて

おら れ、 多様な つな が りを構 築し なが ら地域 活動 に尽力 され てる

事例の御紹介をいただきました。

で は、 防災・ 減災 の 取組に つい て、 自主防 災会 や地域 福祉 の分

野でどのように関係を強化できるのか伺います。

○田村副議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 当部 にお きま して現 地に 出向い て行 って

る出 前講 座です とか 、 あるい は活 動相 談など を行 わせて いた だい

てお りま す。そ の中 で 、地域 防災 活動 に参加 がな かなか 難し い高

齢者 の皆 様方へ の対 応 に関し まし て、 例えば でご ざいま すが 支え

愛マ ップ の作成 を行 う こと、 ある いは 地震で 家具 が倒れ ない よう

に取 付け 具をセ ット を するこ と、 こう いった 取組 など、 民生 委員

や在 宅福 祉員の 皆様 と 協働し て行 うこ となど 提案 をさせ てい ただ

いているところであります。

ま た、 職員が 講師 を 務めて おり ます 学習会 がご ざいま す。 これ

は年 ５回 、今年 度は 開 催をい たし まし た。そ の際 に、見 守り 活動

の 際 に 対 象 者 の 方 へ 避 難 準 備 な ど 助 言 す る こ と が で き る よ う 、

様々 な知 識の普 及に も 努めて いる とこ ろであ りま す。以 上で あり

ます。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 民 生委 員 や在宅 福祉 員を 巻き込 んで 、さら に見 守り

活動 時に 対象者 への 避 難準備 など 助言 ができ るよ う、知 識、 レベ

ルア ップ を行っ てお ら れると のこ とで すが、 防災 ・減災 への 取組

につ いて 、自治 会、 町 内会の 未加 入者 を被害 があ った際 どの よう

にひもづけていくか、このような課題について伺います。



○田村副議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 自治 会未 加入 者への 災害 対応の 課題 でご

ざい ます が、や はり 大 きくは 自主 防災 組織が 行う 防災活 動訓 練へ

の不 参加 により ます 防 災意識 の低 下と いうこ とが 一つご ざい ます。

また 、情 報がや はり 不 足する こと によ りまし て様 々な情 報の 把握

が困難になること、こういったことなど認識をしてございます。

一 方で 、調査 によ り ますと 、自 治会 が未加 入の 世帯に 訓練 参加

の声 かけ を行う 、そ う いった 自主 防災 組織も １２ ％程度 でご ざい

ますがあるようには伺っております。

な お、 やはり 課題 の 解決策 とい たし まして は、 まずは 自治 会加

入の 呼び かけを 推奨 を してい ると ころ であり ます 。また 、自 主防

災連 合組 織が行 いま す 地区単 位で の防 災活動 につ きまし ても 、皆

様方の参加を促しているところでございます。以上であります。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 避 難支 援 の観点 から 、自 治会加 入の 呼びか けや 自主

防災 連合 組織が 行う 地 区単位 での 防災 活動の 地区 内全て の方 の参

加を 啓発 するな ど、 こ こがな かな か難 しい部 分で あると 考え ます。

先 月、 高松市 へ、 会 派でス マー トシ ティた かま つの視 察を させ

てい ただ きまし た。 ス マート シテ ィた かまつ では 、デジ タル を活

用したバーチャル自治体に取り組んでいるお話がありました。

地 域コ ミュニ ティ の 希薄化 につ いて 、自治 会、 町内会 の未 加入

者へ の課 題をデ ジタ ル での自 治会 で情 報共有 や集 まりな どを 持て

るバーチャル自治会の開催について、見解を伺います。

○田村副議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 バー チャ ル自 治会に つい てでご ざい ます



が、 まず 、自治 会活 動 のデジ タル 化に 関しま して 、ＬＩ ＮＥ を活

用し たデ ジタル 回覧 と いった 形で いろ いろと 参加 者を増 加さ せて

いる よう な自治 会の 例 も複数 ござ いま す。本 市と いたし まし ては、

こう いっ た活動 事例 、 情報共 有を 図っ ていく ほか 、公民 館で 今、

断続 的に スマホ 講座 な ども開 催を して ござい ます 。この よう な形

で地 域活 動への デジ タ ルの導 入に 努め ている わけ でござ いま すが、

御提 案の スマー トシ テ ィたか まつ のお 取組、 若干 勉強さ せて いた

だき まし たけど も、 防 災、観 光、 ある いは福 祉分 野での お取 組を

中心 に進 めてい らっ し ゃると いう ふう に伺い まし た。ぜ ひと も私

ども も地 域活動 のデ ジ タル化 の取 組事 例とし ても よく勉 強さ せて

いただきたいというふうに考えてございます。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 ス マー ト シティ たか まつ の事例 につ きまし て、 前向

きな御答弁ありがとうございます。

次 の項 目に移 りま す 。自治 会、 町内 会の活 動持 続化等 につ いて。

自治 会、 町内会 の活 動 持続化 のた めに 、加入 率向 上や負 担軽 減に

ついて本市はどのように考えているのか伺います。

○田村副議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 議員 が御 指摘 ござい まし た加入 率向 上、

また 負担 軽減に つき ま しては 、い ずれ も地域 防災 の視点 です とか、

ある いは 自治会 活動 の 維持活 性化 とい う視点 でも 非常に 重要 な視

点で ある と私ど も考 え てござ いま す。 また、 自治 会の関 係者 から

も、そのようなお声は多く寄せられているところでございます。

本 市と いたし まし て も、自 治会 活動 への負 担が 過度に 生じ るこ

とが ない ように 、こ れ まで同 様、 引き 続き加 入促 進活動 での 相談



支援 はも とより でご ざ います が、 市か らの依 頼業 務見直 しな ど含

めま して 、負担 軽減 策 を併せ て講 じて まいり たい と考え てお りま

す。以上であります。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 御 答弁 で もあり まし たが 、市か らの 依頼業 務の 見直

しや 負担 軽減に つき ま しても 取り 組ん でいた だき ますよ う、 よろ

しくお願いいたします。

次 に、 自治会 、町 内 会の運 営に は資 金が必 要で あり、 会費 の徴

収な どで 会計や 班長 に 負担が かか るこ とや、 前に も述べ たよ うに

町内 会で は班長 の番 が 回って くる から 退会す る人 が出る と言 われ

てお りま す。例 えば 負 担軽減 のた めの 町内会 費等 をコン ビニ 払い

で行 うこ とで集 金や 多 額の現 金管 理が なくな るこ とや、 Ｐａ ｙＰ

ａｙ 等の キャッ シュ レ ス決済 も可 能と する取 組を 取り入 れる こと

について、見解を伺います。

○田村副議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 議員 御指 摘の 自治会 費の 集金、 訪問 によ

る徴 収が 必要に なっ て まいり ます ので 、役員 の負 担とな って いる

と、 そう いった お声 も 伺って いる とこ ろでご ざい ます。 そう いっ

た際 、他 の自治 体の ほ うで、 沖縄 のほ うであ るよ うにも 伺っ てご

ざい ます が、コ ンビ ニ 決済、 ある いは キャッ シュ レス決 済を 活用

する こと は負担 軽減 に つなが って いる と、一 つの 方策で はな いか

というふうには考えているところであります。

一 方で 、別の お声 も 寄せら れて ござ いまし て、 やはり 手数 料負

担へ の懸 念です とか 、 あるい はあ えて 集金に よっ て自治 会の 住民

同士 が顔 を合わ せる 機 会、コ ミュ ニケ ーショ ンの 機会に なる と、



それ が失 われる こと は どうな のか と、 そうい った 一方で は意 見も

寄せられているところでございます。

し たが いまし て、 こ ういっ たメ リッ ト、あ るい はデメ リッ トな

ども 含め まして 、導 入 に際し ては 地域 での合 意形 成も必 要に なっ

てくるアイデアではないかというふうに考えてございます。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 自 治会 費 の集金 の負 担軽 減につ いて のコン ビニ 決済

やキ ャッ シュレ ス決 済 は、選 択肢 の一 つであ ると 考えま す。 課題

はあ りま すが、 御検 討 いただ き、 ぜひ とも取 り入 れてい ただ けま

すよう要望いたします。

情 報共 有の不 足に つ いて、 自治 会や 町内会 内で の情報 共有 が不

十分 で、 活動内 容や イ ベント の周 知が 行き届 かな いこと があ ると

聞き ます が、自 治会 内 、町内 会活 動に デジタ ルの 導入が でき ない

か伺います。

○田村副議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 先ほ ども 若干 触れさ せて いただ きま した

が、 市内 におい ては 公 式ＬＩ ＮＥ を活 用した 上で 様々な 情報 の共

有で すと か、あ るい は 活動の 活性 化を 図って いる 自治体 例が ござ

いま す。 せんだ って 、 これ２ 月の ２３ 日でご ざい ますが 、そ の導

入例 を題 材とい たし ま して、 自治 会の 関係者 の皆 様を対 象に いた

しま した セミナ ーを 開 催いた しま した 。非常 に多 くの方 にも 御参

加を いた だきま して 、 好評だ った わけ でござ いま すが、 今後 こう

いっ た形 で自治 会の 導 入例分 かり やす く紹介 する などし なが ら、

必要な支援を行ってまいりたいというふうに考えてございます。

○田村副議長 津田議員。



○津 田議 員 で は、 自 治会未 加入 者へ の情報 共有 するた めの ＬＩ

ＮＥ を活 用して 回覧 板 や、自 治会 、町 内会の 活動 をＳＮ Ｓ、 ホー

ムペ ージ や動画 、チ ラ シなど で活 動を 紹介す る考 えにつ いて 、所

見を伺います。

○田村副議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 自治 会に 加入 をいた だい てない 方へ の発

信と いう 視点で ござ い ますが 、こ れま でも米 子市 の自治 会連 合会、

機関 紙を 発行し てご ざ います 。特 に中 心的に やっ ていら っし ゃる

のが 、自 治会未 加入 者 が多い 集合 住宅 、これ 直接 全戸に ポス ティ

ングなどされて、加入促進に努めていらっしゃいます。

ま た、 本市と いた し まして も、 広報 よなご はも とより でご ざい

ます が、 市の公 式Ｌ Ｉ ＮＥな ども 開設 をして ござ います 。こ うい

う形で地域情報を発信をしているところであります。

未 加入 者の方 も含 め てでご ざい ます が、で きる だけ多 くの 皆様

方に 自治 会活動 に関 心 を高め てい ただ くよう 取り 組んで まい った

とこ ろで もござ いま す ので、 引き 続き 様々な 媒体 を使い なが ら情

報発 信に は努め てま い りたい と考 えて おりま す。 以上で あり ます。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 今 月配 布 されま した 広報 よなご ３月 号に掲 載の あり

まし た自 治会活 動の デ ジタル 化、 ＬＩ ＮＥを 用い たデジ タル 回覧

板の活用は、参考になる取組であります。

次 の項 目に移 りま す 。自治 会、 町内 会等の 防犯 対策に つい てで

す。 本年 の１月 、啓 成 校区の こと であ ります が、 このよ うな 事象

があ りま した。 米原 ３ 丁目の 南公 園で は、勝 手に テント を立 てて

その まま 放置し た状 態 になっ てお り、 片づけ 、次 の週に もま た同



じ場 所に テント が再 び 立てて あり 、テ ントの 周辺 を見る と使 用済

みの マッ チが２ ０箱 散 乱して おり まし た。警 察及 びパト ロー ルの

強化 と指 定管理 者に は テント の保 管と 散乱し たマ ッチの 回収 、撤

去を 行っ ていた だき ま した。 また 、博 労町３ 丁目 では、 ポス トな

どへ の配 布物の 盗難 が 発生し てい ると のこと です 。角盤 町２ 丁目

のご みス テーシ ョン で は、可 燃ご み指 定日の 前日 に可燃 ごみ の置

き逃 げが あり、 クリ ー ン推進 課さ んに 御対応 いた だきま した 。博

労町 、冨 士見町 など で もペッ トボ トル 置き逃 げが 発生し てい る状

況で す。 以上の 事象 を 近隣住 民の 方は 不安や 迷惑 である と声 を上

げられております。

私 は過 去３回 にわ た って、 防犯 カメ ラにつ いて 議会で 質問 を行

って おり ます。 公園 や ごみス テー ショ ンなど で不 正な利 用な どが

ある こと から、 住民 は 不安で あり ます 。市と して 当該箇 所な どに

防犯 カメ ラを設 置す る 考えは ない ので しょう か、 また防 犯カ メラ

設置について自治会への補助金があるのか伺います。

○田村副議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 防犯 カメ ラ設 置につ いて でござ いま すが、

市が 現在 設置を して お ります 防犯 カメ ラにつ きま しては 、施 設ご

とで 必要 に応じ て設 置 、運用 を行 って おりま す。 現段階 にお きま

して、市の施設以外での設置を行う予定はございません。

ま た、 お尋ね の補 助 制度に つき まし て、自 治会 が防犯 カメ ラを

設置 する 際の支 援で ご ざいま すけ ども 、現時 点で 市の制 度と して

は設けていないところであります。以上でございます。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 自 治会 、 町内会 への 、先 ほどか ら部 長のほ うか ら御



答弁 で出 ており ます 防 犯灯の 補助 のよ うに、 カメ ラ設置 を市 で補

助し て、 自治会 でラ ン ニング コス トや 管理す る考 えにつ いて の見

解を伺います。

○田村副議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 防犯 カメ ラに つきま して は、こ れは 国あ

るい は県 のほう で様 々 なガイ ドラ イン が設置 され ており ます 。こ

れは 設置 も含め てで す が、運 用も 含め てでご ざい ます。 防犯 カメ

ラの 設置 ・運用 に際 し て、市 とし て支 援を行 う際 には、 やは りこ

うい った ガイド ライ ン を踏ま えた 対応 が求め られ るとい うふ うに

考えてございます。

一 方で 、他の 自治 体 、特に 都市 部で ござい ます が、県 ない しは

市町 村が 一緒に なっ て 自主防 犯団 体と いう団 体を 指定を して 支援

をす る例 もある よう に は伺っ てい ると ころで ござ います 。こ れが

私ど もの 自治会 の例 に 当ては まる かど うかと いう ことは よく 研究

して みな いと分 かり ま せんが 、様 々な 例、こ れに ついて は研 究は

してみたいというふうに考えてございます。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 他 の団 体 による 設置 支援 例など 早期 に研究 をさ れ、

自治 会、 町内会 内、 自 治会所 有の 施設 等への 防犯 カメラ 設置 支援

について要望いたします。

最 後の 質問に なり ま すが、 最近 建設 された 小学 校の、 例え ば啓

成小 学校 などは 、フ ェ ンスが 低い よう です。 防犯 上の観 点か らも、

防犯 カメ ラの設 置が 必 要では ない かと の声が あり ます。 本市 の小

中学校防犯カメラ設置について伺います。

○田村副議長 長谷川教育委員会事務局長。



○長 谷川 教育委 員会 事 務局長 本 市の 小中学 校へ の防犯 カメ ラの

設置 状況 、所見 につ い てのお 尋ね でご ざいま すが 、小中 学校 への

防犯 カメ ラの設 置に つ きまし ては 、現 在、全 ての 小中学 校に 防犯

カメ ラを 設置し てお り まして 、設 置台 数や設 置箇 所につ きま して

は、 基本 的には 各学 校 でそれ ぞれ の実 情に応 じて 決定し てい ると

ころでございます。

お 尋ね の啓成 小学 校 につき まし ては 、現在 ７台 が設置 され てい

るところでございます。

今 後、 各学校 から 増 設等に つい て相 談があ った 場合に は、 必要

性や 効果 なども 踏ま え まして 、個 別に 学校と 協議 してま いり たい

と考えております。以上です。

○田村副議長 津田議員。

○津 田議 員 全 ての 小 中学校 に防 犯カ メラを 設置 されて おり 、安

心い たし ました 。防 犯 カメラ は、 犯罪 の抑止 や証 拠保全 、セ キュ

リテ ィー の効果 など 様 々な有 効性 があ ります 。市 民の安 全・ 安心

のた めに 防犯カ メラ 設 置支援 を強 く要 望し、 私の 質問を 終わ りま

す。


